


上旬に（最高密度 8,800 cells/ml）確認された。また，5

月に湾奥の鵜方浜で Heterosigma akashiwo 赤潮（最高密

度 43,600 cells/ml）の発生が報告されている。 

 H. circularisquama，P. dentatum および H. akashiwo は，

湾奥部を中心に発生し，他海域との関連性も確認されな

かったため，初期発生個体群の起源は英虞湾内に存在す

るものと推察された。一方，C. globosa は，後で詳しく

述べるが，同時期に英虞湾以外の鳥羽志摩沿岸で発生が

確認されており，本種の初期発生個体の起源は湾外に由

来すると推察された。 

２ 伊勢湾から熊野灘にかけてのプランクトン出現状況 

 D. fibula は 6 月 5 日に鳥羽で確認されてからは鳥羽か

ら英虞湾内の海域で低密度ながら確認された。C. globos

a は 7 月 4 日に的矢湾内で確認されたのち，鳥羽から志

摩半島までの St.T1~T3と英虞湾内の St.A1~ A6の 6測点

で確認された（表 1）。7 月 10 日に St.T1 で 330cells/ml

（2m 層）の密度で確認された後は，増減しつつ 7 月 24

日まで St.T1，T2 および T3 の 3 測点で確認された。D. f

ibula も同時期に増加し，英虞湾では最高 850 cells/ml の

密度となった。 

 伊勢湾，三河湾，熊野灘沿岸における C. globosa の細

胞数を表に示した。愛知県の報告によると C. globosa は

6 月上旬に三河湾で，7 月上旬には三河湾および伊勢湾で

確認された。三重県内でも，7 月 9 日に阿曽浦，7 月 18

日に尾鷲湾と日がたつにつれてより南の海域でも確認さ

れた。また，熊野灘海域で C. globosa が確認された 7 月

上旬から下旬における熊野灘，伊勢湾海域の Chl.量分布

の衛星画像（宇宙航空研究開発機構 他，2008）より，

伊勢湾から熊野灘海域に Chl.量が多い海水が流出してい

た可能性が示唆された。以上から C. globosa は，伊勢湾

（三河湾）を初期発生水域とし，熊野灘沿岸に拡大して

いった可能性が示唆された。 

 他の時期についても熊野灘，伊勢湾海域の Chl.量分布

の衛星画像を確認したところ，珪藻が高密度で確認され

た（最高細胞密度 37,654cells/m）5 月 1 日前後等，しば

しば Chl.量が多い海水が伊勢湾から流出している様子が

見られた。伊勢湾より植物プランクトンが流出し，熊野

灘沿岸域に広まった可能性があると推察された。 

 以上より，熊野灘沿岸域では伊勢湾から流出した植物

プランクトンの影響を強く受けているものと思われる。

これは，C. globosa のようにタネとしての役割を果たし，

流入した先で増殖する場合だけでなく，今年度の珪藻の

ように伊勢湾から流出した量そのものが多く，そのまま

影響を与えている場合もあると推察された。一方，英虞

湾の H. circularisquama，のように，初期発生個体群の起

源が赤潮を形成した湾内に存在するものと推察された例

もあった。 

 なお，この事業報告は，平成 20 年度 赤潮・貧酸素水

塊漁業被害防止対策事業報告書を要約したものである。 
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表 1 伊勢湾，三河湾，熊野灘沿岸における C. globosa の細胞数（cells/ml） 

 
伊勢湾 三河湾 伊勢湾口 鎧崎 的矢湾 大王崎 英虞湾 五ヶ所湾 阿曽浦 尾鷲湾

6.2-6.3 5
6.23-6.24 70
7.1 36
7.3-7.4 210
7.4 ＋ ※
7.7 230 41
7.9 ＋
7.10 330 23 54
7.14 175
7.15 1,475 66 70
7.16 59
7.17 175 95 4 315
7.18 0.66
7.22 215 140
7.24 0.63 0.1 0.12
7.28 1
7.31 0.01

※ ＋は細胞数のデータ無し（出現は確認）


